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皮膚毒を有するハタ科魚類：アゴハタ
Pogonoperca punctataの種子島からの記録
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　はじめに

皮膚毒を有するハタ科魚類として，ルリハタ

Aulacocephalus temminckii Bleeker, 1854，キハッソ

ク Diploprion bifasciatum Cuvier, 1828，ヌノサラシ

Grammistes sexlineatus (Thunberg, 1792)，ジャノメ

ヌ ノ サ ラ シ Grammistops ocellatus Schultz, 1953，

お よ び ア ゴ ハ タ Pogonoperca punctate (Vale-

nciennes, 1830) などが日本近海に生息することが

知られている（橋本，1977）．そのうちアゴハタ（ア

ゴハタ属）は，国内では八丈島，小笠原諸島，和

歌山県田辺湾，高知県，鹿児島県，屋久島，およ

び琉球列島から記録されていた（瀬能，2013）．

また，Katayama (1960) は本種の分布を鹿児島県

としたが，詳しい産地等は不明である．

2013 年 5 月 23 日に種子島の西之表漁港におい

て，アゴハタが 1 個体採集された．本標本は種子

島における本種の標本に基づく記録となるため，

ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Randall and Baldwin (1997) に

したがった．標準体長は体長と表記し，デジタル

ノギスを用いて 0.1 mm まで行った．標本の作製，

登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準

拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合

研究博物館（KAUM）に保管されており，上記

の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録され

ている．

　結果と考察

Pogonoperca punctata (Valenciennes, 1830)

アゴハタ　（Fig. 1）

　標本　KAUM–I. 54606，体長 234.3 mm，鹿児

島県西之表市田之脇沖，30°41′N, 131°05′E，釣り，

2013 年 5 月 23 日，高山真由美（種子島漁協市場

で購入）．

　記載　背鰭棘数 8；背鰭軟条数 12；臀鰭棘数 3；

臀鰭軟条数 8；胸鰭軟条数 18；腹鰭棘数 1；腹鰭

軟条数 5；総鰓耙数 10 + 12 = 22；櫛歯状に発達

した鰓耙数 2 + 8 = 10．

　体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

体高 41.4；体幅 16.6；頭長 36.7；眼径 6.8；吻長 9.4；

両眼間隔（骨質部で測定）6.0；上顎長 17.9；尾

柄長 13.4；尾柄高 14.6；背鰭前長 46.0；背鰭第 1

棘条長 6.1；背鰭第 2 棘条長 12.0；背鰭第 3 棘条

長 12.6；背鰭第 4 棘条長 11.9；背鰭最長軟条長

13.2；臀鰭前長 74.2；臀鰭第 1 棘条長 3.5；臀鰭

第 2 棘条長 5.0；臀鰭第 3 棘条長 4.1；臀鰭最長軟

条長 15.0；尾鰭長 20.1；胸鰭長 20.4；腹鰭前長

38.2；腹鰭棘条長 12.6；腹鰭最長軟条長 19.8．

　体は細長く，やや側扁する．吻端から前鼻孔直

上までの背面は緩やかな曲線を描くように上昇

し，後鼻孔直上で凹み，そこから背鰭起部にかけ

ての背面は緩やかに曲がる．口は大きく斜位で，
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口裂は斜行し，主上顎骨後縁は眼前縁を越える．

下顎に皮弁を有する．両顎は円錐歯が歯帯を形成

し，歯帯の幅は前方が広く，後方は狭い．鋤骨と

口蓋骨にも同様に円錐歯の歯帯がある．前鼻孔は

短い管を有し，その先端が開孔する．後鼻孔は孔

状で，眼前縁近くに開孔する．前鰓蓋骨の縁辺は

円滑．前鰓蓋骨後縁に 3 本の棘がある．主鰓蓋骨

に 3 本の棘を有する．鱗は小さく円鱗であり，皮

膚に埋没している．背鰭起部は腹鰭起部の直上よ

りやや後方に位置する．胸鰭始部は背鰭起部直下

よりやや前方に位置する．胸鰭先端は背鰭第 4 棘

基底直下に位置する．臀鰭起部は背鰭第 3 軟条基

底直下に位置する．腹鰭は短く，その先端は背鰭

第 5 棘基底直下に位置する．尾鰭は円形．

　生鮮時の色彩　体側上方は暗鳶色であり，体側

背面に 5 つの鞍状黒色横帯を有する．体側下方は

淡い黄橡色で，暗褐色の斑模様が混ざる．体全体

に小白色点が散在する．下顎先端に付属する皮弁

は暗鳶色で，小白色点が散在する．背鰭は黒鳶色

を呈し，背鰭第 2 棘中央から第 4 棘基部と背鰭第

2 棘先端から第 5 棘と第 6 棘の基部中間にかけて

は黒色を呈する．背鰭軟条は黒鳶色であるが，鰭

膜は白色である．尾鰭根本付近は体色と同様であ

り，2 つの黒色斑を有する．尾鰭の根本付近より

後方の軟条は黒鳶色であり，鰭膜は白色である．

胸鰭，腹鰭，および臀鰭の根本も体色と同じ色を

呈し，各軟条は暗褐色であり，各鰭膜は白色であ

る．臀鰭第 2 軟条直上に楕円形の黒色斑を有する．

　備考　種子島から採集された標本は，臀鰭軟条

数が 8 であること，体高が体長の 41.4% である

こと，下顎に皮弁を有することから瀬能（2013）

が記載したアゴハタ Pogonoperca punctata の標徴

とよく一致した．

　アゴハタ属はアゴハタとインド洋に固有の

Pogonoperca ocellata Günther, 1859 の 2 有 効 種 が

知られている（Randall and Schraml, 2010）．また，

Randall and Schraml (2010) は 1990–1995 年にドイ

ツのウィルヘルマ水族館で飼育されていた個体を

Pogonoperca sp. として報告し，未記載種である可

能性を示唆した．本報告に用いた種子島から得ら

れ た 個 体（KAUM–I. 54606） は，P. ocellata と

Pogonoperca sp. と比較して，尾鰭が丸みを帯びる

（Pogonoperca sp. では，わずかに丸みを帯びる程

度），不対鰭と胸鰭の軟条部鰭膜が半透明（P. 

ocellata で は 白 色 と 茶 色 の 大 理 石 模 様，

Pogonoperca sp. では濃い茶色）であることから識

Fig. 1. Fresh specimen of Pogonoperca punctata. KAUM–I. 54606, 234.3 mm standard length, off Tanowaki, Tanegashima-shima island, the 
Osumi Islands, Kagoshima, southern Japan.
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別される（Randall and Schraml, 2010）．

　Katayama (1960) は鹿児島県から得られた 1 個

体（体長や詳しい産地は不明）に基づき報告をお

こない，和名アゴハタを提唱した．その後，アゴ

ハタは八丈島（Senou et al., 2002），小笠原諸島

（Randall et al., 1997）， 和 歌 山 県 田 辺 湾（ 瀬 能，

2013）・白浜（荒賀，1985；池田・中坊，2015），

高知県（瀬能，2013），大隅諸島屋久島（Motomura 

et al., 2010）， 奄 美 群 島 奄 美 大 島（Yamakawa, 

1969）・江仁屋離島（Suzuki, 1964），沖縄諸島沖

縄島（吉郷・中村，2003，2008）・伊江島（Senou 

et al., 2006）・久米島（小川，1991；吉郷・中村，

2003）および八重山諸島石垣島（荒賀，1985）か

ら記録されている．したがって，種子島から得ら

れた 1 個体は，種子島からの標本に基づく初めて

の記録となる．また，本報告はこれまでの国内に

おける本種の分布の空白域を埋めるものである．

　Soapfish と呼ばれるアゴハタやヌノサラシは，

皮膚毒を分泌することで，海水を泡だらけにして，

他の魚を殺してしまう魚毒性を有する（橋本，

1977）．さらに，アゴハタの皮膚毒とヌノサラシ

の皮膚毒の成分は類似していることが知られてい

る（橋本，1977）．
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